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1.本 誌 は 、 物 性 物 理 の研 究 を共 同 で 促 進 す る た め 、研 究 者 が その 研

究 意 見 を 自由 に発 表 し討 論 しあ い 、 また 、 研 究 に関連 し た情 報 を速

や か に交 換 しあ う こ と を 目的 と して 、 毎 月1回 編 集 ・刊 行 さ れ ます 。

掲 載 内 容 は 、 研 究 論 文 、 研 究 会 ・国 際 会 議 な ど の報 告 、 講 義 ノ ー ト、

研 究 に 関連 した諸 問題 にっ い て の 意 見 、 プ レ プ リ ン ト案 内 、 ニ ュ ー

ス な どで す 。

2.本 誌 に掲 載 され る論 文 につ い て は 、原 則 と して 審査 を行 な い ませ

ん 。 但 し、 編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と認 め た も

の につ い て は 、 改 訂 を求 め 、 ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ り ます 。

3.本 誌 の 掲 載 論 文 を 他 の 学 術 雑 誌 に 引 用 す る と き は 、 著 者 の 承 諾 を

得 た 上 でprivatecommunication扱 い に して 下 さ い 。

投 稿 規 定

1.原 稿 は400字 詰 原 稿 用 紙 を使 用 し、雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るた め

に極 力簡 潔 に お書 き下 さい 。

2

3

4

5

6.

7

8

9.

原 稿 は2部(オ リ ジ ナ ル 原 稿 及 び コ ピ ー)提 出 し て 下 さ い 。

数 式 、 記 号 の 書 き方 はProgress,Journalの 投 稿 規 定 に 準 じ 、

ミ ス プ リ ン ト が 生 じ な い よ う な 処 置 を と っ て 下 さ い 。 上 ツ キ 、 下 ツ

キ 、 英 字 の 大 、 花 文 字 、 ギ リ シ ャ 文 字 、oとaと0(ゼ ロ)、uとn

とr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ ル)、uとv等 を

赤 で 指 定 し て 下 さ い 。

数 式 は3行 に わ た っ て大 き く書 い て下 さい 。

1行 以 内 に お さ ま ら な い 可能 性 の あ る長 い 数 式 等 は必 ず 改 行 の 際

の 切 れ 目 を赤 で指 定 して 下 さい 。

図 は そ の ま ま印 刷 で き る もの を原 稿 に添 えて 下 さ い。 図 の縮 尺 、

拡 大 は致 しま せ ん 。1頁(13×19c㎡)以 内 に入 ら な い図 、 そ の ま ま印

刷 で きな い 図 は原 則 と して著 者 に返 送 し、書 き改 めて い た だ き ます 。

図 、 表 の説 明 は 別紙 に書 き、本 文 中 に挿 入 位 置 を赤 で 明 示 して下 さ

いo

投稿 後 の 原 稿 の 訂 正 はで き るだ け さけ るよ う に して 下 さい 。

別 刷 は原 則 と して作 り ませ ん 。 ど う して も別 刷 が入 用 な場 合 は 、

投 稿 の 際 に所 要 部 数 を50部 単 位 で 申 込 ん で 下 さい 。 別 刷 代 は下 記 方

式 に よ り、現 金 で納 入 して い た だ き ます 。

(郵 券 に よ る受付 は い た しませ ん)

p:物 研 出 来 上 り頁 数

x:別 刷 所 要 部 数

a:別 刷1頁 の 代 金3円

b:製 本 代(別 刷1部 につ き)30円

別 刷 代=(ap十b)x十 送 料

別 刷 代 金 は別 刷 を受取 っ て か ら、1ケ 月以 内 に納 め て 下 さ い 。 そ

れ よ り遅 れ た場 合 には 遅 滞 追 徴 金 を請 求 され る こ と が あ ります か ら、

御 注 意 下 さ い。

原 稿 締切 日 は毎 月10日 で 原 則 と じて次 月発 行 誌 に掲 載 さ れ ます 。
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プ レプ リン ト案 内
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プ レプ リン ト案 内
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物性 研 究36-3(1981―6)

掲 示 板

基研短期研究会 「形の物理学」開催案内

昨年 に引き続 いて1),第2回 の研究会 を下記要領 で開催 します。昨年 は広 い分 野 に亘 る研究

グルー プの芽が でき,問 題の共通性,重 要性 が確認 できたとは思 いますが,討 論 が充分 できた

とは申せ ませ ん。今 回は,昨 年 の研究 会を基礎 として広 い意味 を物理学 を目指 して発展 させて

ゆ くよ うな研究発表や討論 を中心 としたい と考 えてい ます。 また,狭 い意味 での物理学諸 分野

の現毅 階で問題 とな る 「形」 も一つのテーマ としますが,枠 を拡げ過 ぎて研究計画が発散 して

しまうことは避 けたい と思 います 。研究発表 ・討論参加等,御 関心 をお持 ちの方は御 連絡下 さ

い 。

日

所

先絡

期

場

連

世 話 人

1981年12月7日(月)～9日(水)

京都大学基礎物理学研究所

〒305茨 城県新治郡桜村 筑波大学物理工学系

小 川 泰 留0298-53-5028(直 通)

伝 言の揚合 は 鶴0298-53-4992(物 理工学系事務室)

森 肇i(九 大 理物理)

樋 口 伊佐夫(統 計数理研)

高 木 隆 司(農 工 大一般教育)

長谷 田 泰一郎(阪 大基礎工物性)

小 川 泰(筑 大物 工)

「広領域の相転移物理学」研究会参加者募 集

近年,相 転移 ・臨界現象の統計力 学は,目 覚 ましい発展 を遂げた。特に場 の理論における く

りこみ群の方法が,物 性論に持 ちこまれて急激な進歩が見 られた。 しか し,こ れ で相転移 の研

究 が終 ったので はな く,以 上の発展の結果,新 たな課題が生 まれつつあ り,こ れ らは,今 まで

1)研 究 会報 告 は,「 物性 研 究 」81年4月 号(36巻1号)及 び 「日本物 理 学 会誌 」81年2月 号(36巻

2号)163頁 に掲 載 され てい ます 。
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掲 示 板

発展 した方法 の単 なる応用 で解 決出来 るような問題 ではな さそ うである。た とえくりこみ群の

方法論 を何 らかの意味で用い る として も,新 しい課題 を解決 す るためには質的に新 しい概念や

方法 が要求 される と思われ る。 さらに,そ の発展段 階において,今 までの くりこみ群の理論の

基礎 その ものが問 い直 され るか も しれない。この よ うな状 況下においては,既 成 の研究 グルー

プの範囲での研究 会ではな く,素 粒子,原 子核,宇 宙物理,物 性物 理学等,広 範 囲にわたる研

究者 が単なる勉強会 ではな く,そ れぞれの分野の基本的 な問題 となってい ることで,ど うも相

転移 と関係が あ りそ うだ と思 われ るような課題 について・下記 の要領 で研究会 を開催致 したい

と計画 してお りますので,興 味のある方はお申 し込み下 さい。上記 の立場 か ら見 て,各 分 野で

基本的問題 と思 われ る事項について のレビュー講演 も予定 してお ります。尚,予 算 が非常に限

られてお りますので,旅 費の補助 はあ ま り期 待できない もの と考 えて頂 きたい。

o時 期 昭和56年11月16日(月)午 前10時 よ り

18日(水)ま で3日 間

○場 所 京都大学基礎物理学研究所

o申 し込み先及び問い合わせ先

〒113東 京都文京区本郷7―3―1

東京大学理学部物理 鈴 木 増 雄宛

(密03-812-2111,内 線4193)

申 し込 み〆切 り56年10月17日 必着

○講演 ご希望の方

題 目 とアブス トラク トをつけて申 し込 んで下 さい。講演希望が多過 ぎる場

合 は,内 容 は よってはご遠慮頂 くこ とがあるか もしれ ません。今回 は,主

として,統 計物 理学 と素粒子物理学 とに共通 しているか,ま たは将来関連

が出て来 そ うなテーマに重点 を置 きたい と考 えています。

o世 話 人 川 崎 恭 治(九 大理)

鈴 木 増 雄(東 大理)

山 崎 義 武(東 北大 ・工)

岩 崎 洋 一(筑 波大)

米 谷 民 明(東 大教養)

井 町 昌 弘(九 大理)
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物 性 研 究36-3(1981-6)

編 集 後 記

新 しい学生や院生 が新 しい環境 になじんで動 き始 めたので歯車が定速回転 に乗 った とい う感

じである。編集会 議 は募集 した修士論文 をどれか ら掲載 しは じめま しょうか とい うこ とで はじ

まった。修士論文 が外国語で書 かれている場合 「物 性研究」への投稿 もそのままの言葉で され

ることが認 められ ているが・外国語 をみた場合 まちがってい る所 を直 して上げ た くな る本能 が

誰 に も働 くらしい。 しば しその よ うな話題 が交 された。 氷上 さん が3ケ 月程外国 にゆかれる

のでその間戸谷 さんが編集長 を引き受けられ ることになった。

最近 レーザーメスが我 が国で開発 しは じめ られた時 の話 を読ん だ。米 国で使用 しはじめ られ

た レーザーメスをある薬 品会社 が眼 をっ け,あ るひ と りの脳外科医 とある小 さな科学機器製作

会社 の人々 との血 のにじむよ うな努力 で実用 にこぎつ けたのだそ うである。その小 さな科学機

器製作会社は経営困難 の最 中で レーザーメスの製作に当った社員 も給 料遅配の中で製作 に没頭

されたそ うである。その方が京大理学部物理 の出身 の方 だと伺 って奇妙 な共感 を味わ った。ゆ

たかだ と見 られて いる我 が国に非常 な歪がか くされているような感 じがぬ ぐえないのである。

(H.K.)

物 性 研 究

発行人

印刷所

発行所

第36巻 第3号

1981年6月20日 発行

長 岡 洋 介

京都市左京 区北 白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

昭 和 堂 印 刷 所

京都市左京区百万辺交叉点上ル東側

TEL(075)721-4541～3

物 性 研 究 刊 行 会

京都市左京 区北 白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

定 価 年8,760円
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講読規定

個 人 講 読

1.会 費:当 会 の 会 費 は前 納 制 を と って い ます 。 した が っ て 、3月 末 ま

で に な るべ く1年 間 分 会 費 を御 支 払 い 下 さ い 。

な お新 規 講 読 おL申込 み の 場 合 は 下 記 の 会 費 以 外 に 入 会 金 と し

て 、100円 お 支 払 い下 さ い。

1年 間 の 会 費

1stvolume2.340円

2ndvolume2.340円

計4,680円

(1年 分 ま とめ て お支 払 い が 困 難 の 向 きは1volume分 ず つ

で も結 構 で す)

2.支 払 いの 際 の 注 意:な るべ く振 替 用 紙 を御 利 用 の上 御 納 入 下 さ い。

(振 替貯 金 口座 京 都5312)

なお通信欄 に送金内容を必ず明記 して下 さい。

雑誌購読者以外の代理人が購読料 を送金 される場合、必ず購読者

本 人 の 名 前 を明 記 して 下 さい。

3.誌 代 の 支 払 遅 滞 の場 合:当 会 の原 則 と して は 、 正 当 な理 由 な く2

Vols.以 上 の誌 代 を滞納 さ れ た場 合 に はぐ 送 本 を停 止 す る こ と に な っ

て い ます の で 御 留 意 下 さ い。

4.一 括 送 本 を 受 け る場 合=個 人 購 読 中 に大 学 等 で 一 括 配 布 を 受 け る

様 に な っ た場 合 は 、 必 ず 「個 人 購 読 中 止 、一 括 配 布 希 望 」 の通 知 を

して 下 さい 。 逆 の場 合 も同 様 で す 。

5.送 本 先 変 更 の 場 合:住 所 、 勤 務 先 の 変 更 等 送 本 先 が変 っ た場 合 は、

必 ず 送 本 先 変 更 届 を提 出 して下 さい 。

学 校 、研 究 所 等 機 関 購 読

1.会 費:学 校 ・研 究 所 等 で の購 読 及 び 個 人 で あ っ て も公 費 払 い の と

きは機 関 会 員 とみ な し、代 金 は 、1冊730円 、1Vol.4.380円 、 年

間8,760円 で す 。 この場 合 、入 会金 は不 用 で す 。 学 校 、 研 究 所 の 会

費 の 支 払 い は 後 払 い で も結 構 で す 。 しか し購 読 申 込 み を され る時 に

支 払 い に必 要 な請 求 、 見 積 、納 品書 各 何 通 必 要 なの か を お知 らせ 下

さ い。

な お 、 当 会 の 請 求 書 類 で は 支 払 い がで きな い様 で した ら、 貴 校 、

貴 研 究 機 関 の 請 求 書 類 を送 付 して 下 さ い 。

2.送 本 中 止 の 場 合 の 連 絡:発 行 途 上 に あ るvolumeの 購 読 途 中 中止

は認 め られ ませ ん 。 購 読 中止 され る場 合 に は 、1ケ 月前 ぐ ら い に 中

止 時 期 を 明 記 して 「購 読 中止 届 」 を送 付 して下 さ い。

雑 誌 未 着 の 場 合,発 行 日よ り6ケ 月以 内 に当 会 まで ご連 絡 下 さ い 。
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